
男女共同参画週間

いきいきフォーラム

蔵の町すざか昔を語る会

2024 年 1月 第 19 号

須坂市男女共同参画推進市民会議では、男女共同参画意識の向上のため
男女共同参画いきいきフォーラムや輝く女

ひと

と男
ひと

セミナーなどを開催し
身近な地域から、市民の皆さんとともに学び活動しています

●須坂市男女共同参画推進市民会議の構成団体 ( 順不同 ) ●
退職公務員連盟須高支部女性部・須坂市シニアクラブ連合会女性部・須坂市民生児童委員協議会・須坂市 PTA 連合会・JA
ながの女性部須高ブロック・須坂商工会議所女性会・須坂青年会議所・須坂市保育園保護者会連合会・須坂市女性団体連絡協議
会・共同参画をめざす会須高支部・須坂せせらぎ生活学校・須坂市連合婦人会・須坂市消費者の会・須坂市食生活改善推進協議会・
連合長野高水地域協議会須高地区連合会・長野県農村生活マイスター協会上高井支部須坂地区・須坂市保健補導員会・信州須坂
風土舎・ファミリーサポート稚児百合・環境を守る会・長野県在宅看護職信濃の会・須坂市区長会・長野人権擁護委員協議
会須高部会・須坂市男女共同参画推進委員会　ほか個人会員

性別により制約されることなく、男女が対等な立場であらゆる分野に参画し、
責任を共に担う男女共同参画社会の実現を目指します。

いきいき通信
男女共同参画



ハーバリウムボールペン製作中。ドライフラワー
やビーズを詰め込む根気のいる作業でした

「第39回ふれあい広場」で集まった
食料品の一部

ハーバリウムボールペン完成品

	◆
須
坂
商
工
会
議
所
女
性

　

会
と
は

須
坂
商
工
会
議
所
の
会
員
事

業
所
の
女
性
経
営
者
・
事
業
主
の

奥
さ
ん
や
娘
さ
ん
・
女
性
従
業
員

さ
ん
が
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
る

団
体
で
す
。
今
年
で
創
立
35
年
を

迎
え
、
現
在
は
25
名
が
所
属
し
て

い
ま
す
。

須
坂
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、

①
会
員
自
身
の
資
質
向
上
、
②
職

種
を
超
え
た
仲
間
づ
く
り
、
③
地

域
へ
の
貢
献
の
3
つ
の
目
的
を
持

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
れ
ま
で

に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
貢
献
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

	◆
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動

企
業
や
家
庭
で
、
賞
味
期
限

は
切
れ
て
い
な
い
け
ど
保
管
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
食
料
品
を

持
ち
寄
り
、
食
料
を
必
要
と
し
て

い
る
方
々
に
届
け
る
「
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
て

い
る
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
多
く
の
皆
様

に
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
2
0
2
3
年
10
月
14
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
同
イ
ベ
ン

ト
で
は
食
品
数
2
5
6
点
、
約

6
5
0
kg
の
食
料
品
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
集
め
ら
れ

た
食
料
品
は
、
須
坂
市
社
会
福
祉

協
議
会
や
N
P
O
法
人
フ
ー
ド

バ
ン
ク
信
州
を
と
お
し
て
食
料
を

必
要
と
し
て
い
る
家
庭
や
福
祉
施

設
や
支
援
団
体
へ
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。	◆

コ
ロ
ナ
禍
に
市
内
医
療

　

従
事
者
へ
手
作
り
ハ
ー

　

バ
リ
ウ
ム
ボ
ー
ル
ペ
ン

　

を
寄
贈

2
0
2
1
年
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
流
行
の
中
で
は
、
医
療

従
事
者
へ
感
謝
と
エ
ー
ル
を
贈

る
た
め
手
づ
く
り
の
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
製
作
し
、
須
高

医
師
会
を
通
し
て
市
内
医
療
機
関

に
1
0
0
本
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
ペ
ン
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

刻
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ク
リ
ル

製
ペ
ン
チ
ャ
ー
ム
も
付
け
、
ひ
っ

迫
す
る
医
療
現
場
に
お
い
て
少
し

で
も
癒
し
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
い
と
考
え
て
製
作
し
ま
し
た
。

	◆
今
後
の
活
動

様
々
な
職
種
の
女
性
が
集
ま

っ
て
い
る
須
坂
商
工
会
議
所
女
性

会
。
地
域
の
た
め
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
視
点
か

ら
柔
軟
な
発
想
で
活
動
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
何
か
一
つ
選
ん
だ
ら
、
何

か
を
あ
き
ら
め
な
き
ゃ
い
け

な
い
の
？
」。
結
婚
、
妊
娠
、

出
産
に
直
面
し
、
女
性
は
幾

度
と
な
く
悩
み
ま
す
。
選
ん

だ
り
あ
き
ら
め
た
り
を
繰
り

返
し
、
時
に
は
「
仕
事
も
育

児
も
70
％
。
で
も
足
し
た
ら

1
4
0
％
！
」
と
両
立
を
目

指
し
た
自
身
の
半
生
を
振
り

返
り
、
結
婚
・
出
産
を
し
て
も
、

し
な
く
て
も
等
し
く
大
切
に

さ
れ
る
、
そ
ん
な
社
会
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

地
域
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

み
ん
な

笑
顔
で

須
坂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
会
議
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
課
題
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
10
月
21
日

に
一
般
参
加
者
も
含
め
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

須
坂
商
工
会
議
所
女
性
会

�

◆
演
題:

「
輝
く
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？

～
信
州
か
ら
始
ま
っ
た
新
聞
記
者
人
生
～

講
師:�

小
国 

綾
子
さ
ん
（
毎
日
新
聞
社
記
者
）

輝
く
女ひ

と

と
男ひ

と

セ
ミ
ナ
ー



　
第
１
部
（
講
演
会
）
は
、
講
師

に
白
井
文
さ
ん
を
迎
え
、「
女
性
の

力
を
社
会
に
生
か
す
～
市
議
会
議

員
を
二
期
、
市
長
を
二
期
務
め
た

経
験
か
ら
～
」
と
題
し
、
女
性
の

政
治
参
加
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

（
白
井
文
さ
ん
略
歴
：
尼
崎
市
議

会
議
員
（
２
期
）、
尼
崎
市
長

（
２
期
）
を
歴
任
、
現
在
は
上
場

企
業
の
社
外
取
締
役
を
務
め
る
）

　
講
演
要
旨
：
第
六
次
須
坂
市
男

女
共
同
参
画
計
画
を
参
考
に
、
市

議
会
定
数
20
人
に
対
し
、
女
性

議
員
が
１
人
で
あ
る
こ
と
、
区
・

自
治
会
の
役
員
も
女
性
が
少
な

い
状
況
に
触
れ
、「
意
思
決
定
過

程
に
女
性
が
参
画
し
て
い
な
い
」

現
状
を
指
摘
。
性
別
に
関
係
な

く
ふ
さ
わ
し
い
人
に
役
員
を
担

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
固
定
的
役
割
意
識
や
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意

識
の
思
い
込
み
）
を
取
り
払
う

こ
と
が
重
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
（
パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
）

　
テ
ー
マ
：「
女
性
議
員
に
な
る
っ

て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
？
」

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
浅
井
洋
子
須
坂
市
議
会
議
長

▽
パ
ネ
リ
ス
ト

　
白
井　
文
さ
ん

　
宮
島
麻
悠
子
さ
ん

　
 （

元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
）　

　
髙
橋
洋
子
会
長

　
髙
橋
会
長
か
ら
は
、

「
家
庭
、
子
育
て
で
地
域
の

こ
と
に
密
着
し
て
い
る
の
は

女
性
。
も
っ
と
よ
く
し
た
い

と
い
う
思
い
を
実
現
し
て
く

れ
る
身
近
な
存
在
が
議
員
。

女
性
が
議
員
に
な
る
た
め
に

も
、
大
切
な
の
は
地
域
か
ら

女
性
を
出
そ
う
と
い
う
意
識

啓
発
が
必
要
。
ま
た
政
治
参

加
の
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
議
会
や
議
員
活

動
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
市
民
会
議
で
議

会
を
傍
聴
す
る
こ
と
を
計
画

し
た
い
。」と
発
言
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
か
ら

●
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
家
事
・
育
児

を
多
く
担
当
し
て
い
る
女
性
の
負

担
が
増
え
た
・
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
と
い
う
話
を
聞
き
、
コ
ロ
ナ
で

大
変
な
事
が
多
か
っ
た
が
、
問
題

が
顕
在
化
し
た
事
は
よ
か
っ
た
事

だ
と
思
っ
た
。
こ
の
機
会
を
活
か

し
て
女
性
に
家
事
・
育
児
を
任
せ

が
ち
な
社
会
が
変
わ
っ
て
い
け
る

と
い
い
と
思
っ
た
。（
20
代
男
性
）

●
男
性
、
女
性
関
係
な
く
、
お
た

が
い
に
相
談
し
、
考
え
、
意
見
を

話
す
、
そ
ん
な
時
代
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
こ
う
し
て
、
考
え

る
事
を
や
っ
て
い
く
事
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
私
の
上
司
は
女
性

で
し
た
が
、
男
性
よ
り
も
家
庭
を

み
て
考
え
て
も
ら
え
る
の
で
、
家

庭
を
大
切
に
で
き
る
方
を
上
司
に

し
て
い
け
る
会
社
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。（
40
代
男
性
）

●
最
後
の
言
葉
「
働
け
、
生
め
、

育
て
ろ
、
介
護
し
ろ
」
と
い
う
事
が
、

印
象
的
だ
。
男
の
わ
が
ま
ま
の
よ

う
な
気
が
す
る
。（
70
代
男
性
）

●
学
生
時
代
か
ら
、
女
性
の
キ
ャ

リ
ア
、
結
婚
、
家
庭
と
の
両
立
に

つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。
働
く

よ
う
に
な
り
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア

を
叶
え
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
今
日
話
し
を
聞
い

て
、
自
分
ら
し
く
、
少
し
ず
つ
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
20
代
女
性
）

●
私
も
「
均
等
法
第
一
世
代
」
で

す
。
お
話
の
内
容
に
と
て
も
共
感

で
き
ま
し
た
。
社
会
全
体
で
意
識

は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
女
性
に
負
担
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
次
の
世
代
の
た
め
に「
い

ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
る
」
と
い

う
こ
と
を
、
自
分
で
も
行
動
し
な

が
ら
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
50
代
女
性
）

●
輝
く
っ
て
何
だ
ろ
う
。
ま
ず
自

分
が
何
を
す
る
か
考
え
る
こ
と
大

切
な
ん
だ
と
思
う
。
小
国
さ
ん
の

話
お
も
し
ろ
い
！
も
の
の
見
方
と

か
い
い
な
ー
っ
て
思
っ
た
。
普
通

の
話
し
が
た
い
へ
ん
に
勉
強
に
な

っ
た
。
又
講
演
し
て
ほ
し
い
。
仲

間
っ
て
大
事
。（
60
代
女
性
）

●
社
会
変
革
の
土
台
に
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
の
課
題
の
解
決
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
男
も
女
も
口
先
で
な

く
本
気
で
実
践
的
に
と
り
組
ま
ね

ば
と
思
っ
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

最
後
に
話
さ
れ
た
個
人
モ
デ
ル
と

社
会
モ
デ
ル
の
は
な
し
は
今
日
の

講
演
の
中
で
一
番
す
ば
ら
し
い
内

容
で
し
た
。（
80
歳
以
上
女
性
）

市議会　議員研修会市議会　議員研修会

須坂市議会議員研修会（講演会＆パネルディスカッション）
「女性のチカラでまちを元気に！」を、市民会議も共催させて
いただき、パネルディスカッションには、市民会議の髙橋洋子
会長もパネリストとして参加しました。
研修会の詳細は、市議会報「こんにちは須坂市議会です」第 176号 (2023 年
11月１日発行 )28ページをご覧ください。



地域では…

職場では…

家庭では…

学校では…

男女共同参画社会が
実現すると

●ボランティア活動などに
男性も女性も主体的に関
わり､住みよい地域づくり
に参画しています。

●男性も女性も､家庭､地域生
活と両立ができ､働きやすい
職場環境になっています。

●家族みんなで積極的に家事
や子育て､介護などを行って
います。

●進学や就職などにおいて､性
別にかかわらず個人の意思
や能力を尊重した進路選択
ができています。

相談無料秘密厳守

※来庁される場合は、事前にお電話をください。

須坂市人権同和・男女共同参画課
026-245-0909

男性と女性が互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分かち合いつつ、
性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮できる社会のことです。

「男性は仕事、女性は家庭」、「男だから強くなりなさい」、「男の子はくよくよしない!」「女だから控えめにしな
さい」「女の子だからおとなしくしなさい」などの、価値観に縛られていませんか？
性別による固定的な役割分担の考えが根強く残り、この役割分担意識に縛られて自分の希望を叶えられ

ない人が多くいます。一人ひとりが豊かな人生を送る上で、性別にとらわれることなく家庭や学校、職場や
地域でそれぞれの個性と能力を発揮できるような社会づくりが必要です。

こんな経験したことありませんか？

女性の一般相談ドメスティックバイオレンス（DV）

DV24 時間ホットライン

DV 相談ナビ　＃8008（はれれば）

女性相談センター

026-219-2413

026-235-5710

0266-22-8822
長野県男女共同参画センター "あいとぴあ "

一般相談　火〜土 9:00〜12:00、13:00〜16:30
法律相談（要予約）第 1、3 木曜日
カウンセリング（要予約）第 2 土曜、第 4 金曜日

（最寄りの配偶者暴力相談支援センターにつながります）

（毎日 24 時間）

（月〜金 8:30 〜 17:15）

編集・発行
須坂市男女共同参画推進市民会議
須坂市社会共創部人権同和・

男女共同参画課

このパンフレットは、
19,500部作成し、1部11.50円です。

男女共同参画いきいきフォーラム
家庭や地域にある身近な出来事から

男女共同参画を考えます

【事例紹介】　須坂市男女共同参画推進市民会議の活動発表

本事業はデジタル田園都市国家構想交付金
（地方創生タイプ）を活用しています

2024年 2月3日（土）
会場：須坂市文化会館
　　　メセナホール（小ホール）

13：30～15：30（開場12：45）

定員：先着 300 名　参加料：無料

※当日の参加も可能です（事前申込者優先）
※託児が必要な場合は事前申込時にお知らせください。

【恋人の聖地事業】

第 1 部　講演
講師：ソチ五輪フリースタイルスキー代表

　　　上野 眞奈美さん（野沢温泉村在住）
第２部　パネルディスカッション
　進行：上野眞奈美さん　
　パネリスト：バンクーバー五輪スキークロス代表
　　　　 　福島 のり子さん（白馬村出身）
　　　　　 リオデジャネイロ五輪水泳代表、
　　　　　 200ｍ平泳ぎ金メダリスト
 　　　　　金藤 理絵さん（東御市出身）

申込期間：2024 年１月４日（木）～１月24日（水）

主催　須坂市男女共同参画推進市民会議・須坂市

「ママさんアスリート」による
講演&パネルディスカッション

（設立30年を迎えて）

お申し込み：左記の二次元バーコードから
　　　　　　アクセスの上お申し込みください。
お問合わせ：須坂市社会共創部
　　　　　　人権同和・ 男女共同参画課

(℡026-245-0909）

オリンピッ
ク

日本代表

男女共同参画社会って？


